
Public relations of Minami-aizu

まちの人口（平成 25年 10月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,632 人（9 人減）  男 8,564 人（7 人減）  女 9,068 人（2 人減）  世帯数 6,869 世帯（増減なし）※ (　) 内は前月比
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「んだべぇ」
観光大使に認定

　

９
月
26
日
、
南
会
津
町
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
「
ん
だ
べ
ぇ
」
が
町
長
室
を
訪

れ
、
大
宅
町
長
か
ら
『
南
会
津
町
観

光
大
使
認
定
書
』
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
ん
だ
べ
ぇ
」
は
、
全
国
各
地
に

応
募
を
呼
び
掛
け
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ

で
、
９
２
７
点
も
の
応
募
の
中
か
ら

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
認
定
書
を
授
与
さ
れ
た

「
ん
だ
べ
ぇ
」
は
、
今
後
、
本
町
の

魅
力
発
信
に
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

02　特集　よろしくね「んだべぇ」　
　　　Top News
　　　　「んだべぇ」観光大使に認定
　　　「んだべぇ」独占インタビュー
　　　ゆるキャラグランプリにエントリー

06　決算　南会津町のお金の使い方

08　まちの話題
　　　田島中学校職場体験／第58回福島
　　　県たなばた展／百歳賀寿／南会津
　　　地方防災訓練・町総合防災訓練
　　　ほか

12　Pick up Event
　　　町立保育所・幼稚園運動会

13　役場からのお知らせ
　　　南会津地域力創造プラットフォー
　　　ム設立記念講演会／災害伝言サー
　　　ビスの使い方を確認しましょう

16　くらしの情報
21　連載　緑のふるさと協力隊奮戦記

22　みんなの広場　まちの文芸　ほか

24　ひめさゆりフォトコンテスト
　　 ＆祇園祭写真コンテスト

　南会津町のゆるキャラ「んだべぇ」。
　９月29日に開催された南会津町商工
産業まつりで、町民の皆さんの前にお目
見えしました。
　町の観光大使として、これからがんば
ります！

今月の表紙
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Top News

「んだべぇ」だべぇ

これから

よろしくだべぇ よ
ろ
し
く
ね
「
ん
だ
べ
ぇ
」

特
集誕生日

３月２０日
性　別

男
年　齢

忘れたべぇ
好きなこと

遊ぶ。食べる。寝ること。それと入浴！
嫌いなこと

ないべぇ
好きな食べ物

南会津町のうめぇがな
好きな色

藍色（ジャパンブルーだべぇ）
趣　味

食べ歩き
特　技

雪かき、利き酒（南会津町の地酒に限るべぇ）
性　格

天真爛漫、お人好し
口　癖

んだべぇ
チャームポイント

うさぎのような"しっぽ"だべぇ

「んだべぇ」の
プロフィールを教えるべぇ

南
会
津
町
に
か
わ
い
い
仲
間
が
誕
生
し
ま
し
た
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
「
ん
だ
べ
ぇ
」
で
す
。

「
ん
だ
べ
ぇ
」
は

食
べ
る
の
が
大
好
き
な
食
い
し
ん
坊
の
妖
精
。

南
会
津
町
の
お
い
し
い
特
産
品
が
好
き
に
な
り
、

い
つ
の
間
に
か
南
会
津
町
に
住
み
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

町
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
観
光
大
使
に
認
定
さ
れ
、

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

で
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
ん
だ
べ
ぇ
」
を

好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
。

こ
れ
か
ら
「
ん
だ
べ
ぇ
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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９
月
26
日
に
町
長
室
で
『
南
会
津
町
観
光

大
使
』
の
認
定
を
受
け
た
「
ん
だ
べ
ぇ
」。

観
光
大
使
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
町
の
魅
力

を
広
く
発
信
し
て
い
く
「
ん
だ
べ
ぇ
」
に

独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
ま
し
た
。

―
ま
ず
は
南
会
津
町
観
光
大
使
の
認
定
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
だ
べ
ぇ
。
こ
れ
か
ら

南
会
津
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
が

ん
ば
る
べ
ぇ
。

―
「
ん
だ
べ
ぇ
」
と
い
う
名
前
は
特
徴
的

で
す
ね
。

　
ん
だ
べ
ぇ
。

「
し
り
と
り
」
で
も
『
ん
』
で
終
わ

っ
た
人
を
助
け
て
や
れ
る
べ
ぇ
。

―
確
か
に
『
ん
』
か
ら
始
ま
る
ゆ
る
キ
ャ

ラ
は
い
ま
せ
ん
ね
。
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
南
会
津
町
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
べ

ぇ
。
み
ん
な
も
見
か
け
た
ら
、
仲
良
く
し

て
ほ
し
い
べ
ぇ
。

　

子
ど
も
た
ち
と
も
仲
良
く
な
り
た
い
か

ら
、
保
育
所
と
か
幼
稚
園
に
も
行
っ
て
み

た
い
べ
ぇ
。

―
今
は
、
多
く
の
自
治
体
で
ゆ
る
キ
ャ

ラ
が
誕
生
し
、「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
戦
国
時

代
」
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ず
ば
り
、
ラ

イ
バ
ル
は
？

　
そ
ん
な
ラ
イ
バ
ル
な
ん
て
い
な

い
べ
ぇ
。
他
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の

み
ん
な
と
友
だ
ち
に
な
り
た
い
べ
ぇ
。

―
ん
だ
べ
ぇ
の
野
望
を
教
え
て
？

　
み
ん
な
に
も
っ
と
も
っ
と
南
会

津
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
か
ら
、「
く
ま
モ
ン
」
先
輩
や
「
バ

リ
ィ
さ
ん
」
先
輩
が
優
勝
し
た
『
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
』
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
べ
ぇ
。

―
最
後
に
南
会
津
町
の
人
た
ち
に
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
観
光
大
使
と
し
て
、

南
会
津
町
の
た
め
に
が
ん
ば
る

べ
ぇ
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
も
応
援
し
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
べ
ぇ
。

「
ん
だ
べ
ぇ
」
早
く
も
活
躍
中
。

た
ち
ま
ち
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者
に

特集　よろしくね「んだべぇ」

特別
企画

「
ん
だ
べ
ぇ
」

独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

専用のタブレットで回答してくれました。

んんん

んんん

びわのかげ保育所のお誕生会
子どもたちにプレゼントを渡したべぇ。

９   /27

南会津町商工産業まつり
お披露目で緊張したけど、
みんな仲良くしてくれたべぇ。

９   /29

投票期間
　11 月 ８ 日（金）まで

「ゆるキャラグランプリ」ホームページ
　http://www.yurugp.jp/

「んだべぇ」への投票方法
　パソコン、スマートフォン、携帯電話から投
票できます。
　①「ゆるキャラグランプリ」トップページか
　　ら、『投票ＩＤ』を登録します。
　②仮登録メールが送られてきますので、メー
　　ルに記載してあるリンクをクリックして、
　　本登録します。
　③んだべぇの投票ページから投票！
　※普通の携帯電話（スマートフォン以外）の
　　場合は、③の手順だけで投票できます。

毎
日
投
票
で
き
る
べ
ぇ

　
　

応
援
よ
ろ
し
く
だ
べ
ぇ

「ゆるキャラグランプリ2013」に
エントリーしたべぇ

４ページの独占インタビューのとおり、南会津
町のゆるキャラ『んだべぇ』が「ゆるキャラグ
ランプリ2013」にエントリーしました。

南会津町を広くＰＲするため、がんばる「んだ
べぇ」を皆さん応援よろしくお願いします。

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

投
票
用
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
べ
ぇ
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健全化判断比率
　町財政の健全性を判断するための財政
健全化法に基づく指標については、昨年
度に引き続き、全ての指標が改善し、財
政の健全性を保っています。

24
年
度
決
算
は
「
お
お
む
ね
良
好
」

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
総
額
１
４
８
億
８
、２
１
６
万
円
、
歳
出

総
額
１
４
２
億
４
、３
２
９
万
円
で
し
た
。

歳
入
に
関
し
て
は
前
年
度
比
５
・
３
％

増
、
歳
出
に
関
し
て
は
４
・
８
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
の
差
引
で
あ
る
形
式
収
支

は
６
億
３
、８
８
８
万
円
と
大
き
く
黒
字

に
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
で
あ
る
２
億
１
、６
３
４
万
円
を
除
い

た
実
質
収
支
は
、
４
億
２
、２
５
４
万
円

で
前
年
度
比
４
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

前
年
度
実
質
収
支
と
の
差
額
で
あ
る

単
年
度
収
支
に
お
い
て
も
１
、８
２
９
万

円
の
黒
字
と
な
り
、
こ
れ
に
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
額
４
億
５
、２
８
０
万
円

を
加
え
た
実
質
単
年
度
収
支
で
は

４
億
７
、１
０
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

前
年
度
に
引
き
続
き
決
算
状
況
は
お
お

む
ね
良
好
と
な
り
ま
し
た
。

会計名 歳入 歳入歳出差引

国 民 健 康 保 険 22 億 7,396 万円 8,113 万円

介 護 保 険 17 億 2,426 万円 688 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 1,217 万円 43 万円

農 林 業 集 落 排 水 事 業 1 億 5,319 万円 438 万円

公 共 下 水 道 事 業 3 億 5,042 万円 1,579 万円

簡 易 水 道 事 業 5 億 6,774 万円 1,527 万円

企業会計 収入 差引

水道事業会計
収益的収支 1 億 4,357 万円 1,027 万円

資本的収支 1,800 万円 － 7,936 万円

平成 24 年度

南会津町
決算報告

142億
   4,329万円

一般会計歳出

平
成
24
年
度
決
算
が

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
お
金
が
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
。

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特別会計

町税
15億3,784万円（10.3%）

地方交付税
72億4,319万円

（48.7%）

県支出金
22億8,230万円

（15.3%）

国庫支出金
10億1,079万円

（6.8%）

町債
12億2,200万円

（8.2%）

諸収入
2億5,996万円（1.8%）

繰入金
1億1,957万円（0.8%）

繰越金
5億4,523万円（3.7%）

使用料及び手数料
1億4,168万円

分担金及び負担金
4,574万円

財産収入など
6,158万円

（1.8%）

地方譲与税
1億8,152万円

地方消費税交付金
1億6,563万円

自動車取得税交付金
5,058万円

地方特例交付金など
1,455万円

（2.6%）

歳入

148億
8,216万円

自主財源
18.4％

依存財源
81.6％

総務費
36億6,018万円

（25.7%）

民生費
21億7,864万円

（15.3%）

衛生費
9億3,971万円

（6.6%）

労働費
1億4,015万円（1.0%）

農林水産業費
6億8,114万円

（4.8%）

商工費
6億7,765万円

（4.8%）

土木費
11億5,648万円

（8.1%）

消防費
5億7,505万円

（4.0%）

教育費
18億7,902万円（13.2%）

公債費
17億5,089万円

（12.3%）

災害復旧費
4億8,014万円

（3.3%）

歳出

142億
4,329万円

議会費
1億2,424万円

（0.9%）

一般会計歳出 一般会計歳入

南会津町のお金の使い方
Minamiaizu's economy

決算

　特定の事業を行うために、
一般会計と区別して経理する
会計である特別会計の決算で
す。
　水道事業会計（企業会計）
の不足額については、損益勘
定留保資金、消費税当年度分
資本的収支調整額により補て
んされています。

減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
歳
入
の
約
半

分
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
算
定
方
式

の
変
更
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
ほ
か
、

法
人
税
や
入
湯
税
の
増
収
に
よ
り
町
税

に
つ
い
て
も
増
額
と
な
っ
た
こ
と
等
に

よ
り
全
体
で
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
は
、
前
年
度
比
４
・
８
％

の
増
で
し
た
が
、
増
加
の
主
な
要
因
と

し
て
は
、
県
南
・
会
津
・
南
会
津
地
域

給
付
金
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
等
に
よ

る
も
の
で
す
。
一
方
の
主
な
減
少
要
因

は
、
償
還
期
間
満
了
に
伴
う
公
債
費
や

職
員
数
の
減
に
よ
る
人
件
費
の
減
、
ま

た
田
島
地
域
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

や
南
郷
地
域
統
合
保
育
所
建
設
事
業
の

終
了
等
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方債
　年度を越えて元利を償還する借入金を

「地方債」といいます。24年度末の残高
は23年度から6億208万円減少し、221億
8,109万円となっています。

210

220

230

240

250

22年度 23年度 24年度

221億
8,109万円

227億
8,317万円

230億
8,849万円地

方
債
残
額

健全化判断比率 南会津町 早期健全化基準

実質赤字比率 ― 13.48％
連結実質赤字比率 ― 18.48％

実質公債費比率 9.0％ 25.0％
将来負担比率 36.2％ 350.0％
資金不足比率 ― 20.0％

※赤字が生じない場合は「―」で表示しています。

一
般
歳
入
・
歳
出
の
総
括

　

歳
入
決
算
に
お
い
て
は
、
地
方
特
例

交
付
金
が
自
動
車
取
得
税
減
収
補
て
ん

交
付
金
の
終
了
や
児
童
手
当
お
よ
び
子

ど
も
手
当
交
付
金
の
減
に
よ
り
大
き
く

平成24年度
主なまちづくり事業

総務費
・集落応援交付金事業

1,840万円
・地域新エネルギー推進事業

4,435万円
民生費

・子ども医療費助成事業
6,757万円

・放課後児童対策事業
2,990万円

・地域支え合い体制づくり助成事業
4,705万円

衛生費
・合併処理浄化槽設置整備事業補助金

1,430万円
・放射能対策事業

866万円
農林水産費

・森のエネルギー創出事業
3,666万円

・新規就農総合支援事業
1,875万円

商工費
・たかつえスキー場関連整備事業

1億953万円
・東日本大震災風評被害対策事業

2,750万円
土木費

・土地区画整理事業
2億481万円

・社会資本整備総合交付金事業
1億5,966万円

消防費
・消防施設等整備事業（南郷）

2,984万円
教育費

・学校施設耐震化事業
8億3,887万円

・前沢曲家集落保存対策事業
2,588万円

災害復旧費
・林業用施設災害復旧事業

1億6,710万円
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　９月11 ～ 13日にかけて、田島中学校の２年生によ
る職場体験学習が町内の各事業所等で行われました。
　このうち、南会津町役場総合政策課の広報情報係で
職場体験を行ったのは星 沙良さん。星さんの仕事は、
同じく職場体験をしている同級生を取材し、記事にま
とめることです。
　３日間の取材成果をまとめてくれました。

職場体験で広報づくり
田島中学校職場体験

写真も自分で撮り、
記事作成とレイアウト
もまとめました。

　このたび行われた福島民報社主催の書写・書道
コンクール「第58回福島県たなばた展」。今回も
本町の子どもたちが素晴らしい成績を収めてくれ
ました。
　最高賞の『たなばた大賞』を受賞したのは、田
島中３年の塩生咲

さ き

希さん（田部原第一）と荒海小
６年の塩生紋

あ や か

加さん（藤生）の２人。県の書きぞ
め大賞を受賞するなど、高いレベルを持っている
２人ですが、今回の『たなばた大賞』は初受賞で
した。
　咲希さんは「一番の目標で夢だった『たなばた
大賞』を受賞して、嬉しくて涙が出ました」、紋
加さんは「小学校最後の年に『たなばた大賞』を
受賞できました。先生方には感謝の気持ちでいっ
ぱいです」とそれぞれ喜びを語ってくれました。
　また、学校賞でも『最高学校賞』に舘岩中、『優
秀学校賞』に荒海小と舘岩小が選ばれました。

七夕の願いがかなった大賞受賞
第58回福島県たなばた展

菊田明日香さんと星  寛斗さんは、子どもたちがお昼寝を
している間草むしりなどをしていました。２人は、大変
だったけど子どもたちが可愛かったと話していました。

君島姫奈さんと星  恵理奈さんは、子どもたちのお昼
寝後の布団を一緒に畳むなどをしていました。２人は、
大変だったと話していました。

阿部彩香さんと渡部永遠さんは、お年寄りの髪を乾か
すなどの体験をしていました。
彩香さんは、「これからはお年寄りが増えるので、この
貴重な体験を生かして将来は、介護士になりたい」と
話していました。

猪狩六花さん、大桃唯華さん、栗城斗南さん、猪股 悠
さん、湯田夏海さん、室井亜美さんたち６人は、子ど
もたちと勉強などをしていました。
悠さんは、「子どもたちの元気さについていけなかった。
大変だった」と話していました。

星  藍里さんと猪巻  唯さんは、軟膏を練るなどの体験
をしていました。
２人は、「とても楽しかった。将来は、この体験を生か
して薬剤師になりたい」と話していました。

びわのかげ保育所 田部原保育所

田島保育園 田島ホーム

クオール薬局

　私は、職場体験をしている友達を取材
して、その内容をまとめて広報紙の記事
にするということはとても大変でした。
　しかし、私はこの３日間、南会津町役
場さんで、とても貴重な体験をさせてい
ただいたと思いました。

職場体験を終えて

▽第58回福島県たなばた展受賞者（敬称略）
　たなばた大賞
　　塩生 咲希（田島中３年）　塩生 紋加（荒海小６年）
　たなばた賞
　　渡辺 優南（田島中２年）　星　伶奈（荒海中２年）
　　大山 成美（舘岩小６年）　芳賀 裕太郎（舘岩小５年）
　　星　朋葉（荒海小４年）　阿久津 伸弥（荒海小３年）
　　中山　翠（南郷小１年）
　銀河賞
　　君島 早紀（荒海中３年）　大山 由華（舘岩中３年）
　　小倉 真由（南会津中２年）　渡辺 聖南（田島中１年）
　　高山 美穂（舘岩中１年）　馬場 理奈（南会津中１年）
　　桜木 菜々美（田島二小６年）　星  あいり（舘岩小４年）
　　阿久津 柚希（舘岩小３年）　栗城　心（伊南小３年）
　奨励賞
　　星　美沙（檜沢中３年）　馬場 菜美恵（舘岩中２年）
　　室井 柚紀（檜沢中１年）　星　日菜子（田島小６年）
　　阿久津　空（桧沢小５年）　栗城　元（伊南小５年）
　　山田 奈波（田島二小４年）　星　遼河（桧沢小４年）

『たなばた大賞』を受賞した
塩生紋加さん（左）と塩生咲希さん（右）

塩生紋加さんの作品 塩生咲希さんの作品

『最高学校賞』を受賞した舘岩中と
『優秀学校賞』を受賞した舘岩小の子どもたち

　

９
月
１
日
に
百
歳
と
な
ら
れ
た
湯
田
セ

ツ
さ
ん
（
藤
生
）
へ
の
賀
寿
贈
呈
式
が
、

15
日
、
自
宅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

近
内
保
二
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
長

か
ら
賀
寿
状
と
記
念
品
の
木
杯
の
伝
達
が

行
わ
れ
た
後
、
大
宅
町
長
か
ら
賀
寿
状
と

祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
曾
孫
の
湯
田
優ゆ
う
あ愛
さ
ん
、
湯

田
心こ
こ
あ愛

さ
ん
、
小
林
芙ふ
づ
き月

さ
ん
、
小
林

那な

ゆ

た
由
太
さ
ん
、
野
原
あ
ん
ず
さ
ん
、
野
原

航こ
う
や弥

さ
ん
の
６
人
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
、

長
男
の
湯
田
正
一
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

百
歳
賀
寿

湯
田
セ
ツ
さ
ん
（
藤
生
）

町長から賀寿状を受け取る湯田セツさん
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　９月８日、平成25年度南会津地方防災訓練およ
び南会津町総合防災訓練がびわのかげ運動公園内
で行われました。
　南会津地方防災訓練は、災害時の防災活動の円
滑化を図るため、郡内４町村の持ち回りで実施さ
れているもので、南会津町になって初めて実施さ
れました。
　訓練には、町消防団や町赤十字奉仕団、町管工
事組合、永田地区住民などの関係者ら約260人が参
加しました。
　大雨による浸水害を想定した訓練で、消防団に
よる水防訓練をはじめ、自衛隊や赤十字奉仕団に
よる炊き出し訓練、永田地区住民が参加した避難
訓練など、全17項目の訓練が行われました。
　関係者は、万が一の災害に備えて、対応方法な
どを確認し、防災意識を共有しました。

防災意識を共有。合同訓練
南会津地方防災訓練・町総合防災訓練

　９月21日から30日にかけて行われた秋の全
国交通安全運動に先立ち、町内の４地域でそれ
ぞれ交通安全パレードが行われました。
　９月18日には南郷地域、19日には伊南地域、
20日には田島地域と舘岩地域で交通安全パレー
ドが開催されました。
　このうち舘岩地域では、舘岩小学校の全児童
による鼓笛パレードを実施し、地域の皆さんへ
交通安全を呼び掛けていました。

秋の全国交通安全運動

４地域で交通安全パレード

交通安全を呼び掛けたパレード（舘岩地域）

厳かな神輿渡御

　９月14日から15日にかけて、「古町のまつり」が伊
南地域で行われました。
　14日の早朝、朝日を浴びて金色に輝いた稲穂の中
を歩く、廣瀬神社例大祭御神輿渡御。厳かに練り歩く
氏子の皆さんを写真に収めようと、多くのカメラ愛好
家たちが詰め掛けていました。
　豊年仮装踊りなど、２日間にわたり様々なイベント
が行われ、多くの人々がまつりを楽しみました。

古町のまつり

　９月７日、第22回南郷豊年まつりが県立南会津高
校の「南高祭」と合同で開催されました。
　「みんなでお祭りを盛り上げよう！」のコーナーで
は、今年の春に統合した「南会津中学校」の生徒によ
り、新しい校歌と応援歌が披露されました。
　会場では、高校生と地域の方々による数多くの露店
が開かれ、子どもからお年寄りまで１日中楽しんでい
ました。

手づくりの祭りで地域がひとつに
南郷豊年まつり＆南高祭

地域の方々の手づくりの祭りに
会場は大いに盛り上がりました。

稲穂が金色に輝く中、御神輿渡御が厳かに行われました。

　震災以降、本町への教育旅行の多くがキャン
セルとなっている現状を受け、大宅宗吉町長と
芳賀沼順一議長は、9月４日、首都圏の学校等
を訪問しトップセールスを行いました。
　町、町議会、南会津農村生活体験推進協議会、
会津高原教育旅行誘致協議会が合同で教育旅行
誘致キャラバン隊を編成。東京都内の旅行会社
や学校などで、本町の持つ魅力や豊富な体験メ
ニュー、受入れ体制など、町を挙げて取り組ん
でいる状況を直接アピールしました。

　このうち、東村山第七中学校（川崎達也 校長）
では、「南会津町の雰囲気（人柄・風景・自然）は、
全国のどこにもない独特の財産。それらを都会
の子どもたちに感じてほしいと思っている」「農
家民泊の仕組みが素晴らしい」などの意見をい
ただいたほか、自らが会長となっている北多摩
地区校長会（計47校）で「南会津町を紹介させ
ていだきます」との力強い応援の言葉をいただ
きました。

町の魅力を首都圏にアピール
教育旅行誘致トップセールス

太鼓日本一への挑戦！

　９月27日、田島太鼓クラブ龍巳会の子どもた
ちが町長室を訪れ、太鼓日本一への意気込みを
大宅町長へ語りました。
　10月27日（日）に埼玉県さいたま市で開催
される『太鼓祭inソニックシティ 2013日本一
決定戦』。一般の部に中学生のみの「田島太鼓
龍巳会『白鼓』」が、ジュニアの部に小学生の「田
島太鼓クラブ龍巳会」がそれぞれ出場します。
　昨年は、ジュニアの部で惜しくも準優勝だっ
た龍巳会。太鼓日本一を目指す子どもたちへの
ご声援をお願いします。

来場者の投票で日本一が決まります。
皆さん応援よろしくお願いします。

田島太鼓クラブ龍巳会

　町では、これからも粘り強く教育旅行誘致の
活動を続け、来町された際には先人から受け継
ぐ「おもてなしの心」でお迎えしていきます。

町長自ら、町の取り組みをアピールしました。

永田地区住民が参加した避難訓練

炊き出し訓練

水防訓練

広域消防本部による
救出・救助訓練
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南会津地域力創造プラットフォーム設立記念講演会
■問い合わせ：総合政策課 企画政策係
　　　　　　　　0241-62-6240

役 場 か ら の お 知 ら せ

『地域を面白くする秘訣』教えます！

町税申告にはeLTAXをどうぞ！
■問い合わせ：税務課 課税係
　　　　　　　　0241-62-6110

●  日時　11月 5 日（火） 
　　　　　午後6時30分
　　　　　　　～午後8時30分
　　　　　（午後6時開場）
●  会場　御蔵入交流館多目的ホール

●  入場料　無料

■講演会への参加申込みは不要です。
　参加を希望される方は、直接会場にお越し
　ください。

プログラム

第１部　基調講演（18:35 ～ 19:35）
　「気づき、磨き、伝える 地域の魅力」

　講師
　守友 裕一 氏
　　宇都宮大学
　　　農学部教授

第２部　事例発表（19:40 ～ 20:30）
　「集落応援交付金の取り組みについて」
　　４集落の方から、それぞれの集落の
　　取組内容を発表していただきます。
　　（予定：横町・前沢・大原・中小屋）

　広報みなみあいづ９月号でも紹介した、まち
づくりの新しい形「南会津地域力創造プラット
フォーム」。
　その設立を記念し、講演会を開催します。第
２部では、４集落の方から集落応援交付金の取
り組み事例を発表していただきます。
　どなたでも参加できますので、ぜひ会場にお
越しください。
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３
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く
）

Pick Up
Event

町立保育所・幼稚園で運動会

元気いっぱい！スポーツの 秋

　高く澄み渡った秋の青空の下、子どもたちの元気な
声が響き渡りました。
　９月の南会津。町立の各保育所、幼稚園で運動会が
開催され、子どもたちは元気いっぱい各競技に臨んで
いました。
　各運動会とも、保護者や地域の人々も多く参加し、
地域が一つになったひとときでした。

９月12日／南郷保育所（08.09）
　　14日／田部原保育所（02.03）
　　14日／舘岩幼稚園（07.10）
　　19日／びわのかげ保育所（05.06）
　　28日／伊南保育所（01.04）
　※（　）内は写真の番号です。
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役 場 か ら の お 知 ら せ
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し
ま
し
ょ
う

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

　

地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
携
帯
電
話
や
固
定
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
も
、

安
否
を
確
認
す
る
電
話
な
ど
が
集
中
し
、

長
時
間
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
通
信
が
混
雑
し
た
際
に
、

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
が
「
災
害
用
伝
言
サ
ー

ビ
ス
」
で
す
。「
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
」

で
は
、
家
族
や
友
人
の
安
否
確
認
や
、
避

難
場
所
の
連
絡
等
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ざ
自
分
や
家
族
、
知
人
が
災
害
に
巻

き
込
ま
れ
た
と
き
に
冷
静
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

４
つ
の
伝
言
サ
ー
ビ
ス

　

今
回
、
確
認
す
る
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ

ス
は
４
種
類
。
い
ず
れ
も
、
震
度
６
弱
以

上
の
地
震
な
ど
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
の
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
に

な
っ
た
場
合
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開
始
や
登
録
で
き
る

電
話
番
号
な
ど
の
運
用
方
法
、
提
供
条
件

に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
告
知
さ
れ
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）

　

固
定
電
話
で
確
認
で
き
る
！

　

被
災
地
の
方
が
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ

ル
す
る
と
、
自
宅
の
固
定
電
話
番
号
あ
て

に
伝
言
を
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
国

か
ら
再
生
で
き
ま
す
。

■

利
用
方
法

　
「
１
７
１
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
音

声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
し
た
が
っ
て
、
伝
言
を
録
音
、
再
生

し
て
く
だ
さ
い
。

■

利
用
で
き
る
電
話

　

一
般
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
ダ
イ
ヤ

ル
回
線
）、
公
衆
電
話
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
、
災

害
時
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
避
難
場
所
に
設
置
す
る

特
設
公
衆
電
話
。
ま
た
、
携
帯
電
話
や
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
可
能
。

■

登
録
で
き
る
電
話
番
号
（
被
災
地
電
話

番
号
）

　

被
災
地
域
（
都
道
府
県
単
位
）
内
の
固

定
電
話
の
電
話
番
号
を
キ
ー
と
し
て
登
録

し
、
伝
言
の
録
音
・
再
生
を
実
施
し
ま
す
。

※
携
帯
電
話
や
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

　

も
サ
ー
ビ
ス
自
体
は
利
用
可
能
で
す
が
、

　

携
帯
電
話
番
号
（
０
９
０
、０
８
０
）
や

　

０
５
０
番
号
を
登
録
の
際
の
電
話
番
号

　

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■

登
録
可
能
件
数
と
保
存
期
間

▽
録
音
時
間
＝
１
件
あ
た
り
30
秒
以
内

▽
１
電
話
番
号
あ
た
り
の
登
録
可
能
件
数

　

＝
最
大
10
件

▽
保
存
期
間
＝
登
録
か
ら
最
大
48
時
間

※
保
存
期
間
を
経
過
す
る
と
自
動
的
に
消

　

去
さ
れ
ま
す
。
自
動
消
去
以
外
の
方
法

　

で
削
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
登

　

録
が
10
件
に
達
す
る
と
、
自
動
消
去
さ

　

れ
る
ま
で
そ
れ
以
上
の
登
録
は
で
き
な

　

く
な
り
ま
す
。

※
伝
言
の
登
録
可
能
件
数
や
保
存
期
間
は
、

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■

料
金

　

伝
言
の
録
音
・
再
生
に
は
、
被
災
地
の

電
話
番
号
ま
で
の
通
話
料
が
必
要
で
す
。

災
害
用
伝
言
板

　

文
字
で
確
認
で
き
る
！

　

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
機
能
を
使
い
、
被
災
地
に
い
る
方

が
伝
言
を
文
字
で
登
録
で
き
ま
す
。
登
録

し
た
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
番
号
を
も
と

に
、
全
国
の
携
帯
電
話
や
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
パ
ソ

コ
ン
か
ら
伝
言
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

家
族
や
友
人
に
、
災
害
用
伝
言
板
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

■

登
録
で
き
る
地
域

　

災
害
が
発
生
し
た
地
域
で
伝
言
を
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
可
能
な
地

域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
「
災
害

用
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
」
内
の
案
内
ペ
ー
ジ

か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■

登
録
可
能
件
数
と
保
存
期
間

▽
登
録
可
能
件
数
＝
１
つ
の
携
帯
電
話
番

　

号
あ
た
り
最
大
10
件
で
す
。
10
件
を
超

　

え
る
伝
言
は
、
古
い
も
の
か
ら
順
次
削

　

除
さ
れ
て
い
き
ま
す
（
手
動
に
よ
る
削

　

除
も
可
能
で
す
）。

▽
保
存
期
間
＝
１
つ
の
災
害
で
の
災
害
用

　

伝
言
板
を
終
了
す
る
ま
で

■

登
録
で
き
る
内
容

　
「
無
事
で
す
。」「
被
害
が
あ
り
ま
す
。」

「
自
宅
に
い
ま
す
。」「
避
難
所
に
い
ま
す
。」

等
の
状
況
を
選
択
式
で
選
べ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
全
角
１
０
０
文
字
以
内
の
コ

メ
ン
ト
を
入
れ
て
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
コ
メ
ン
ト
の
み
の
登
録
や
、
状
況

の
複
数
選
択
も
可
能
で
す
。

■

料
金

　

災
害
用
伝
言
板
の
利
用
料
・
パ
ケ
ッ
ト

通
信
料
は
無
料
で
す
。

　

た
だ
し
、
他
社
の
災
害
用
伝
言
板
の
ア

ク
セ
ス
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

災
害
用
伝
言
板
（
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
）

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

　

確
認
で
き
る
！

　
「
災
害
用
伝
言
板
」
と
同
様
に
、
固
定

電
話
番
号
・
携
帯
電
話
番
号
を
も
と
に
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら

伝
言
の
登
録
・
確
認
を
行
え
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

■

利
用
方
法

　
「
災
害
用
伝
言
板
（
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
）」

の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
利

用
で
き
ま
す
。

■
ｗ
ｅ
ｂ
１
７
１
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w.w
eb171.jp/

災
害
用
音
声
お
届
け
サ
ー
ビ
ス

　

音
声
で
確
認
で
き
る
！

　

送
信
者
が
携
帯
電
話
端
末
で
フ
ァ
イ
ル

化
し
た
音
声
を
パ
ケ
ッ
ト
通
信
で
送
信

し
、
受
信
者
は
受
信
し
た
音
声
フ
ァ
イ
ル

を
携
帯
電
話
端
末
で
再
生
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

連
絡
を
と
り
た
い
相
手
に
直
接
、
音
声

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■

登
録
可
能
内
容

　

30
秒
以
内
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

■

利
用
可
能
端
末
に
つ
い
て

　

各
社
の
災
害
対
策
用
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
送

信
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

音
声
フ
ァ
イ
ル
の
受
信
は
、
ほ
ぼ
全
て

の
端
末
で
可
能
で
す
。
詳
細
は
各
社
で
異

な
り
ま
す
。
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▽
ド
コ
モ

　

http://w
w

w
.nttdocom

o.co.jp/　

　

info/disaster/disaster_voice/

▽
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ
ｕ
）

　

http://w
w

w
.au.kddi.com

/notice/

　

onsei_otodoke/index.htm
l

▽
Ｓ
Ｂ
Ｍ
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
）

　

http://m
b.softbank.jp/m

b/

　

service/dengon/m
odels/

サ
ー
ビ
ス
１

災害用伝言サービスの体験利用日
災害用伝言サービスは、災害発生時に提供され
るものですが、次の期間にも体験することがで
きます。ぜひ、一度体験してみませんか。
　　●毎月 1 日、15 日
　　●正月三が日
　　　（1 月 1 日～ 3 日）
　　●防災とボランティア週間
　　　（1 月 15 日～ 21 日）
　　●防災週間
　　　（8 月 30 日～ 9 月 5 日）

サ
ー
ビ
ス
２

■

登
録
可
能
件
数
と
保
存
期
間

▽
登
録
可
能
件
数
＝
最
大
20
件

▽
保
存
期
間
＝
48
時
間
～
10
日
間
（
各
社

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
受
信
者
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
し
た
時
点
で
サ
ー
バ
上
か
ら
削
除
さ

　

れ
ま
す
。

９月８日に行われた南会津地方防災訓練の際も、
災害用伝言ダイヤル「171」が紹介されました。

災害用伝言ダイヤル「１７１」
伝言を録音する

「171」→「1」
→「市外局番からの
　　電話番号」
伝言を再生する

「171」→「2」
→「市外局番からの
　　電話番号」

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

沿
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

サ
ー
ビ
ス
３

サ
ー
ビ
ス
４

ぜひ
体験してみてください

住
民
生
活
課 

消
防
交
通
係

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

℡ 問
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■

平
成
25
年
度
藍
染
講
座
生
作
品
展

　
　
「
藍
に
魅
せ
ら
れ
て
」

　

奥
会
津
博
物
館
で
は
、
毎
年
４
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
全
11
回
の
藍
染
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
来
年
の
講
座
開
講
20
周
年
に
先
立

ち
、
講
座
生
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

10
月
12
日
（
土
）
～
11
月
30
日
（
土
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

奥
会
津
博
物
館
企
画
展
示
室

　

入
館
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

講
演
会

　

10
月
12
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

　

奥
会
津
博
物
館
内
染
屋

　

講
師
＝
澤
田
け
い
子
氏

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
・
二
本
松
管
内
の
企

　

業
40
社
が
参
加
予
定

　

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
（
福
島
市
野
田

　

町
１
丁
目
10
番
41
号
）

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

０
２
４
（
５
３
４
）
０
４
６
６

■
主
催

　

福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
厚
生
労

　

働
省
福
島
労
働
局
、
福
島
県

■
そ
の
他

①
事
前
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

②
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前
に
、
福
島

　

労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

③
事
業
所
の
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事
担
当
者

　

と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
各
機

　

関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
等
を
行

　

い
ま
す
。

■
平
成
25
年
度
障
が
い
者
就
職
面
接
会
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
に
つ
い
て

　

就
職
希
望
の
障
が
い
者
の
雇
用
を
促
進
す

る
た
め
、
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

10
月
22
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
展
示
ホ
ー
ル

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
）

■
参
加
予
定
企
業
数
＝
約
20
社
（
予
定
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松 

専
門
援
助
部
門

　

０
２
４
２
（
２
６
）
３
３
３
３

■
平
成
25
年
度
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
養
成
研
修
会

　

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
現
状
や
影
響
、

対
策
等
に
つ
い
て
学
習
し
、
地
域
の
人
た
ち

と
一
緒
に
理
解
を
深
め
る
活
動
を
積
極
的
に

行
う
「
う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
」
を
養
成
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
関
心
が
あ
る
方
、

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の
委
嘱
を

　

受
け
た
い
方

　

第
１
回
＝
11
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

第
２
回
＝
11
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

第
１
回
＝
郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

５
階
集
会
室

　

第
２
回
＝
杉
妻
会
館
３
階
百
合
の
間

　
　
　
　
　
（
福
島
市
）

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
対
策
、
地
球
温
暖

　

化
防
止
推
進
員
の
活
動
事
例
等

　

無
料

　

毎
回
50
人
（
先
着
順
）

　

10
月
21
日
（
月
）
ま
で
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
９
６
０
―
８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

　

福
島
県
庁
環
境
共
生
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
４
８

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
９
２
７

　

kyousei@pref.fukushim
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■
心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
13
日
（
水
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

■
10
月
は

　
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
で
す

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
」
と
定
め
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
不

正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

　

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
、
県
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局

県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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℡

℡ 問

■
「
家
族
の
た
め
の
う
つ
病
教
室
」
の

開
催
に
つ
い
て

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
町
民
の

方
を
対
象
に
「
家
族
の
た
め
の
う
つ
病
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

全
２
回
を
予
定
し
て
お
り
、
２
回
と
も
参

加
で
き
る
方
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

11
月
18
日
（
月
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

12
月
５
日
（
木
）

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

■

～
学
生
等
の
皆
さ
ん
へ
～

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す

　

平
成
26
年
３
月
新
規
大
学
等
を
卒
業
予
定

の
方
、
平
成
23
年
３
月
以
降
に
卒
業
し
て
、

現
在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内
企
業

と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

11
月
６
日
（
水
）

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

午
後
０
時
30
分

　
　

～
午
後
１
時

　

合
同
就
職
面
接
会　

午
後
１
時
～
午
後
４

　
　

時

申 料定

日場雇用・企業支援コーナー

ハローワーク求人情報
　　（町内勤務分・9月20日現在）

　ハローワークの求人情報は、毎月5日・20日
に発行されており、「ハローワーク南会津」で
確認することができます。

　町内で現在募集中の求人情報

　※上記求人にはすでに決定している場合も
　　あります。その際は、あらかじめご了承
　　ください。
■問い合わせ
　ハローワーク南会津　　0241-62-1101

南会津町企業誘致報奨金制度
　広報みなみあいづ８月号でもお知らせしま
したが、町内への企業立地を推進し、町内に
おける雇用の創出と産業の振興を図ることを
目的とした「企業誘致報奨金制度」を創設し
ました。
　新たに町内へ進出しようとしている企業に
関する情報提供・誘致活動を行った方（企業
誘致推進員）に対し報奨金を交付します。
　企業誘致推進員は、町長の認定を得て推進
員となります。
　誘致対象企業は、製造業、ＩＴ関連企業、
学術・開発研究機関、再生可能エネルギーに
関する業種等を想定しております。
　町民の皆さまの情報提供をお願いします。
■問い合わせ
　本庁商工観光課雇用対策係
　　 0241-62-6200

料 場 日℡ 問日

　
　
　
　
（
元
奥
会
津
博
物
館
学
芸
員
）

　

奥
会
津
博
物
館

　

０
２
４
１
（
６
６
）
３
０
７
７

日 場℡ 問℡ 問

℡ 問

　　町県民税　　　  第３期
　　国民健康保険税  第４期
　　介護保険料　　  第４期
　　後期高齢者医療保険料  第３期　

納期限は 10 月 31 日 ( 木 ) です。
　町税に関するお問い合わせ先は
　　本 庁 税 務 課 　 　  　TEL 0241-62-6110
　　舘 岩 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-78-3325
　　伊 南 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-76-7712
　　南 郷 総 合 支 所 町 民 課　TEL 0241-72-2224

今月の納税

正社員 13社 34人

正社員以外 24社 42人

場

日場日場 料

℡ 問℡ 問 ア Ｆア Ｆ

対内

申℡ 問ア Ｆ料 場 日

℡

℡

内
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10・11 月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１０月３１日 木 １ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ） 13：30 ～ 13：45 保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成24年９～ 10月生まれ

１１月１２日 火 ６～８か月児健康相談
（ 田 島 地 域 ） 13：30 ～ 13：45 平成25年３～４月生まれ

１１月２９日 金 乳 幼 児 健 康 相 談
（舘岩・伊南・南郷地域） 13：30 ～ 13：45 伊南会館 平成24年９～ 11月生まれ

平成25年３～５月生まれ

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

１０月１６日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平 成 2 5 年 ６ 月 生 ま れ

１０月３０日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成22年４～５月生まれ

１１月　８日 金 ２ 歳 児 歯 科 健 康 診 査
（ 田 島 地 域 ） 12：30 ～ 13：00 平成23年８～９月生まれ

１１月１３日 水 １歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成24年４～５月生まれ

１１月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平 成 2 5 年 ７ 月 生 ま れ

■問い合わせ
　南会津町保健センター　0241-62-6180
　舘岩総合支所町民課　　0241-78-3325
　伊南総合支所町民課　　0241-76-7713
　南郷総合支所町民課　　0241-72-2225

10・11月の日曜当番医

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

医院名 電話

10 月

13 日 高橋医院 0241-62-0040

20 日 芳賀医院（下郷町）0241-67-2128

27 日 長谷川医院 0241-62-0032

11 月

3 日 馬場医院 0241-62-0141

10 日 なかやクリニック 0241-73-2036

17 日 小野木クリニック 0241-76-7780

24 日 愛輝診療所 0241-78-8688

むし歯ゼロで元気な笑顔
今月は11人のお友だちがむし歯ゼロでした！

阿久津 愛
あ い ら

來ちゃん

（田島）

　春の特定健診未受診の方を対象とした追加
健診を実施します。特定健診未受診者の方に
は、あらかじめ受診録を配付しますので、こ
の機会にぜひ受診をお願いします。
　追加健診日程については下記のとおりです。

秋の追加健診を実施します

期日 会場 受付時間

10月24日
（木）

桧沢公民館 7:30
  ～ 8:15

関本農村環境
改善センター

9:30
  ～ 10:30

10月26日
（土）

南会津町
保健センター

8:00
  ～ 10:00

10月28日
（月）

南郷体育館
※伊南・南郷地域合同

7:30
  ～ 8:15

舘岩保健センター 10:00
  ～ 10:45

○胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検
　診・結核検診も同時に実施します。
○社会保険加入者の方も、「特定健診受診券」が
　あれば受診できます。
○ 75 歳以上の方については、胃がん検診・前立
　腺がん検診・肝炎ウイルス検診・結核検診のみ
　の実施となります。
○ 39 歳以下の方については、県民健康管理調査
　の一環として、基本項目検査を無料で受診でき
　ます。

馬場 結
ゆ り か

梨花ちゃん

（大熊町）

羽染 幹
か ん た

太くん

（伊南）

五十嵐  大
ひろ

くん

（田島）

水上 海
か い と

斗くんとお姉ちゃん

（南郷）

大野 桜
さ く ら

空ちゃん

（田島）

大竹 誼
よしかつ

和くん

（田島）

塩生  奏
かなで

ちゃん

（田島）

渡部 まひるちゃん

（田島）

山田 紅
く れ あ

亜ちゃん

（田島）

湯田 藍
あ い る

琉くん

（田島）

　このたび町は、子育て支援の一環として、
南会津郡医師会と協力し、お子さんの病気に
関する小冊子『こどもの病気 ～ご家族が知り
たいことを中心に～』を発行しました。
　本書は、発熱や咳などの症状ごとに親とし
てどう対応したらよいか、要点がまとめられ
ています。ご家族で利用していただき、お子
さんの成長にぜひ役立ててください。

▼小冊子の配布について
　町内の保育所や幼稚園にお子さんがいる世
帯へは、保育所・幼稚園を通して配付されます。
　保育所・幼稚園に入所していないお子さん
がいらっしゃる方は、町保健センターまたは
各総合支所町民課にお越しください。

こどもの病気。まずはこれを見て
子どもの病気に関する小冊子発行
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　先月は折り返し地点ということで、東京で中間研修に参加してきま
した。全国の仲間たちと再会し、前期を振り返り、後半へ向けての士
気を高め合いました。まずはお国自慢で、皆それぞれに派遣された先
の地域の良いとこを話し合いました。「こんなスゴイ人と出会えたん
だ！」「私が行ったとこにはこんな動物がいた！」「こんな珍しいこと
を体験できたよ！」など、どこの地域も素晴らしい人や自然に囲まれ
ているなということと、それを踏まえた上で、やっぱり私にとっては
南会津が一番だということを感じました。改めて協力隊になれて、こ
の地域に来られて良かったと思えたひとときでした。
　後半に向けては、どんなことをしたいか、どんな風に過ごしていけ
ば良いのかを中心に話し合いました。もちろん、仲間とはいえ派遣さ
れた地域も違えば考え方も違います。結果として、各々の何が良い悪
いではなく、やり方は多種多様で正解はないということがわかりまし
た。この考え方は、それぞれこだわりを持って、いろんな手法でおい
しいものを栽培している南会津の農家さんたちとなんとなく似ている
と思えました。
　仲間同士やることは違っても、最後にはお互いの健闘を称えられる
ようにしていきたいですね。そのための共通の目標が話しているうち
に自然と掲げられました。
　「健康で楽しく活動する」ということです。悔いのないようにやりき
っていきます。

　私自身の前半の活動として、日中は農家さんのお手伝いや地域の人
たちとの交流、夜は花笠踊りやお祭りの準備など、おかげ様で常に忙
しくしていました。賑やかなお祭り騒ぎは、準備していると期待感で
ワクワクし、当日は感動してはしゃいでいました。これからの季節は
徐々にお祭りも終わっていき、少し寂しくなりますけど、また次のこ
とを頑張ろうと試みています。これからはもっと多くの方と交流した
り、活動で得たものを掘り下げて進んで勉強してみたり、活発的に積
極的に動いていきたいです。

　最後に朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。「健康で楽しく」過
ごせますように。皆様もお体には気を付けて。

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 6
連　載
コラム

文・橋本和枝（緑のふるさと協力隊）

橋本 和枝　はしもと かずえ

Profile
1991年生まれ。東京都世田谷区出身。
協力隊の活動もいよいよ折り返し。

「健康で楽しく活動」していきます。
ブログやっています。ぜひご覧ください。
http://ina-minamiaizu.hatenablog.com/

収穫したプラムにがぶり。 ▼ 　平成 25 年９月 20 日現在、26 人の方からふ
るさと納税（応援寄附金）をいただきました。
　今回は８月 21 日から９月 20 日の間にふる
さと納税（応援寄附金）をされた方を紹介いた
します。

新着本紹介

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

11 月の休館日

10 月の休館日 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

匿名希望 ５件

計 ５件

【一般図書】
会津名君の系譜　　　　　　　　　原口　泉　著
日本百富士　　　　　　　　　　敷島　悦朗　著
腐女子あるある　　　　　　かつくら編集部　著
先生、殴らないで！　　　　桑田　真澄他　執筆
駆け抜けてきた　　　　　　　徳大寺　有恒　著
極上の流転　　　　　　　　　　村松　友視　著
統合失調症がやってきた　　　ハウス加賀谷　著
ライフトラベラー　　　　　　　喜多川　泰　著
政と源　　　　　　　　　　　三浦　しをん　著
言葉が立ち上がる時　　　　　　柳田　邦男　著

【児童図書】
めざせ！給食甲子園　　　こうやま　のりお　著
おかし　　　　　　　　　なかがわ　りえこ　文
運命のウエディングドレス
　　　　　　　　　　　　あんびる　やすこ　著
妖怪アパートの幽雅な日常　　　香月　日輪　著
クサヨミ　　　　　　　　　　　藤田　雅矢　作
ハロウィンの犬　　　　　　　村上　しいこ　作
したのすいぞくかん　　　　　あき　びんご　作
かずのえほん　　　　　いもと　ようこ　作・絵
パンダ銭湯　　　　　　   　　tupera  tupera　作
あいすることあいされること
　　　　　　　　　　　　　宮西　達也　作・絵

《おはなし会》
■日時＝ 10 月 19 日（土）午前 11 時～　
■場所＝図書館内読み聞かせコーナー
■対象＝幼児～小学校低学年
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

《みんなで楽しくお菓子をつくろう！》
■日時＝ 11 月 16 日（土）午前 10 時～正午　
■場所＝御蔵入交流館・調理室
■対象＝町内の小学生先着 12 人
■材料費＝ 300 円（当日徴収します。）
※申込みは図書館カウンター、または電話で申込
　みください。

■ふるさと納税 （応援寄附金） へのご協力、 ありがとうございます

■問い合わせ：総合政策課 地域振興係
　　　　　　　　0241-62-6240

【納税された方からのメッセージ】※順不同
　・復興支援にお役立てください。
　・今年のＧＷに旅行に行きました。
　　駒止湿原はとてもよかったです。
　・母の里です。

ｉふるさと納税（応援寄附金）の詳しい内
容はホームページに掲載しております。

　【ふるさと納税ホームページ】
　http://minamiaizu.org/gyousei/cat10/000215.php

読書週間事業として、毎年好評の雑誌リサイクル
市を行います。
■日時＝ 11 月３日（日）午前 10 時～
■場所＝図書館入口
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９
月
19
日
、
南
会
津
演
歌
倶
楽
部

（
石
井
正
好
会
長
）
よ
り
、
９
月
15

日
に
開
催
し
た
「
第
４
回
ふ
れ
あ
い

唄
と
踊
り
の
祭
典
・
文
化
と
福
祉
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
の
際
に
寄

せ
ら
れ
た
寄
付
金
４
３
、５
０
０
円

を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。編 集 後 記　 ▽ つ い に 登 場 し た「 ん だ

べぇ」。これから町内外を問わず、いろ
いろなイベントで皆さんの前にお目見
えすることになります。
▽町外へのＰＲも大事ですが、町民の
皆さんに愛されることも大事なこと。
▽ゆるキャラ界の盟主でもある「くま
モン」も最初は熊本県のＰＲをせず、
くまモン自身の知名度を上げたことが
成功の鍵だったそうです。
▽「んだべぇ」も町民の皆さんに愛さ
れる存在になればと願います。（相）
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整備したテントや椅子は、
各種イベントで活用しています。

このたび行われた第
30回読売書法展で、

神田寛治（雅号：青峰）さ
ん（後原）が漢字部門に
おいて特選に選ばれまし
た。
　この書法展には全国か
ら25,991点もの出品があ
り、神田さんは一般公募
の中で最高賞である「特
選」に県内でただ一人選
ばれたものです。
　神田さん、おめでとう
ございます。

神田さん、県内ただ一人の特選
第30回読売書法展

特選に選ばれた
神田さんとその作品

快挙！１～３位独占

９月10日、十六沼公園サッカー場（福島市）で行
われた第４回福島県身体障がい者グラウンドゴ

ルフ大会で、町民の方が上位を独占する快挙を果たし
ました。
　男子の部で渡部康彦さん（新町）が優勝、弓田喜一
さん（東町）が準優勝、室井節次さん（丹藤）が３位
と、見事に１位から３位までを独占しました。
　皆さんおめでとうございます。町長に快挙を報告に訪れた３人

第４回県身体障がい者グラウンドゴルフ大会

北海道幌加内町で９月１日に開催された「第
19回日本そば博覧会」で、星 清信さん（湯

ノ花）が舘岩地域の
裁ちそばの技法を披
露しました。
　星さんは「これを
機に、裁ちそばが全
国 に 知 ら れ る よ う、
また、貴重な技法を
次の世代に残せるよ
うやっていきたい」
と感想を語っていま
した。

舘岩の裁ちそばを披露
第19回日本そば博覧会

裁ちそばを披露した
星 清信さん

℡ 問

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
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だ
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い
。



V
o
l.9

1

み

み
あ
い
づ

な

広
報

ひめさゆりフォトコンテスト

広
報

み
な

み
あ

い
づ

　
1
0
月

号
　

№
9
1
　

平
成

2
5
年

1
0
月

9
日

発
行

(
毎

月
第

２
水

曜
日

発
行

）
発

行
：

南
会

津
町

役
場

総
合

政
策

課
広

報
情

報
係

〒
9
6
7
-8

5
0
1
　
福
島
県
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原
甲

3
5
3
1
番
地
１
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
2
4
1
-6

2
-6

2
1
0
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

0
2
4
1
-6

2
-1

2
8
8
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
：
h
ttp

:/
/
w
w
w
.m

in
a
m
ia
izu

.o
rg
/
　
E
-m

a
il：

k
o
u
h
o
u
@
to
w
n
.m

in
a
m
ia
izu

.lg
.jp

［大賞］「夫婦の絆」金子秀夫さん
　　　　　　　　　　（栃木県芳賀町）

［金賞］「しずくを浴びて」小熊英子さん
　　　　　　　　　　　　　（栃木県那須塩原市）

［金賞］「花園散策」武藤秀隆さん
　　　　　　　　　　 （須賀川市）

［銀賞］「雨あがりに咲く」真部信太郎さん
　　　　　　　　　　　　　　（喜多方市）

［銀賞］「黄金色の朝日の中で」長渡成一さん
　　　　　　　　　　　　　　　　（いわき市）

［銀賞］「梅雨の花園」千原武和さん
　　　　　　　　　　　　 （郡山市）

金賞「御神楽」武田幸吉さん（国見町）

銀賞「迫力ある六方」金子久隆さん
　　　　　　　　　　　（神奈川県横浜市）

銀賞「行進」原  正樹さん
　　　　　　　（新潟県柏崎市）

銅賞「歴史と伝統」若林茂光さん
　　　　　　　　　　（埼玉県幸手市）

銅賞「熱く燃える夜」熊田行雄さん
　　　　　　　　　　　　（鏡石町）

銅賞「雨の前夜祭」堀之内  稔さん
　　　　　　　　　　（埼玉県越谷市）

ひめさゆりフォトコンテストには、県内外から 106 人
183 点の応募がありました。
入賞した作品は、10 月 25 日まで道の駅きらら 289 で展
示しています。

平成 25 年度祇園祭写真コンテストには、県内外から
91 人 307 点の応募がありました。
入賞した作品は、来年の 10 月初旬まで会津田島祇園
会館で展示しています。

祇園祭写真コンテスト


